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木科のものの幼虫は朽木にすみ、成虫は洞穴や皮下・
柏木・朽木などにおり、樹液や燈火にもくる。一般に雄
の強大な大偲の形状から代くわがたむし" なる名称が冠
せられてし、る、比較的大形の積をふくみ全世界から約
1， 086種知られており (R. Didier et E. S巴guy，1953) 
その大部分はインド、マレー諸島、印度支那などの熱帯
アジヤに分布し、少数のものが欧米その他に分布してい
るに過ぎなレυ

日本産は現在 4亜科、 14属、 24種、 8亜種が知られて
いるが兵庫県下には 3亜科、 10属、 13種を産する。
本報文を草するに当り貴重な県下産標本をご恵与下さ
いました高橋匡氏並びに県下産数種の分布状況をこ教示
頂きました奥谷禎一博士に厚くお礼申上げるの
Family Lucanidae クワガタムシ科
兵庫県産クワガタムシ科の亜科の検索表
l  上層は頭楯よりも突出し、自由に動く一-

ーマダラクワカタ亜科 Aesalinae 
上震は頭楯よりも突出せず、上から見えなL、… ..2

2  小楯板は小さく細長し、三角形で先端は鋭角…・・
・・チビクワガタ亜科 Figulinae 

小楯板は巾広く、先端は鈍角. . . . . . …・…
・……クワガ !J :ill.!f4 Lucaninae 

Subfamily Lucaninae クワガタ亜科
現在の日本産は10属、 17種、 8亜種が記録され日本産
クワガタムシ科の 7割以上がこの亜科にふくまれて L 、
る。この頂科の各古の形態では相異が顕著であるカミ♀の
形態を合せ考えると非常にまぎらわしいものがあり
G. J. Arrow氏の研究( 1949) では Prismognathus，
Psalidoremus ， Macrodorcus， Nippondorcus， Do-
rcus の 5属を別けずに Dorcus 1属と取扱っておられ
る、但し臼木産のものは♀の特長を考えても上司の如く
一括した取扱レより従来のように別けて考えたほうが良
いと思う。
兵庫県には 8 属11種を産するコ
兵庫県産クワガタE 科の属の検索表
1  限縁突起は阪の外縁の全部を縁どる…・一ー…

…・ネブトクワカタ属 Aegus 

兵庫県甲虫相資11、20

寿

限縁突越は殆んどなレか、限の外縁の一部または
大部分を縁とる…. . . . . ………. . ……・. . . ….2

2  前胸突起は基節聞で中高となり、後方で竜骨状に
突出する……. . . . . .目………. . . . . .……・・-……・ 3
前胸突起は基節問でおさえられ、後方でもあまり
高まらない・.......…………・・・.......一…一...... 6  

3  限縁突起は殆んどなく、体小形、金属色一…
…ノレリクワガタ属 P1atycerus 

限縁突起はある-・….. . .・ H ・..…-・…一……...・ H ・..・・ 4
4  中腔節には 3個以上、後腔節には 2個以上の外刺
がある・・・・・・・・・ミヤマクワカタ属 Lucanus 
中・後腔節には 1外刺、まれに 2外刺があり、古
の後腔節には外刺のないことがある- …・………… 5

5  前胸背の側縁は後角の前で轡入し、大限、は古♀共
に先端近くに上方に向く歯をもってし、る- 一ー

・・・オニクワカAタ属 Prismognathus 
詰iJ胸背の伊lIJ縁は後角の前で轡入しなし¥ 大胞はs
♀共に先端近くに上に向く樹をもたない….

0・・・・・・ノコギリクワカAタ属 Prosopocoi1us 
6  前胸背の但IJ縁は後角の前で斜に切られやや轡入す
る・・・・・・ーアカアシクワカタ属 Nipponodorcus 
前胸背の側縁は後方で斜に切られるが轡入しなし、

7  限縁突起は阪の外縁の半分を越さない・・
・ーコクワカタ属 Macrodorcus 

l肢縁突起は限の外縁の% を越す…………………
ーオオタワカタ属 Dorcus 

pl<>.tycι c . ，，，・除。弘山
d d，.;c，;Lt....lu.sι幽l高 槻侮叫J.和凶凶同比 品。r弘、守......d、叫

(;cnw; Plalycel'u>o Geoffroy J¥.. リクワガタ属
日本産 1属 1穫のみで兵庫県にも産す。

。。



1. Platycerus delicatulus Lewis ノレリクワガタ
Platycerus delicatulus L巴wis，Trans. Ent. 
Soc. London， p. 338， p1. XN， f. 3  (1883) 
古の背面は藍黒色で光沢があり、腹面は黒色、体の両

側はほぼ平行、頭部はやや密に、かっ強く点刻され、頭
楯は平滑、複眼前方の突出部は顕著である。大胞は黒
色、大歯は頭楯に接近している、前胸背の点刻は頭より
やや弱い、小楯板は平滑、上越は弱L、縦溝を有しその間
室は締敏と小点刻を密布する。脚は黄褐色であるが腿節
と腔節との間節部及び前倒l腔節は黒色で附節は全く黒褐
色。
♀は色彩の変化があるそうであるが藍黒色で光沢があ
り前脚は黒色、日付節のみ黄褐色。中・後脚及び附節は黄
褐色。
体長( 大肥共)
学名の delicatulus の如く優美な種で日本全土に分
布しているが東北地方を除いては高地帯に分布してし、

月、春にも得られた記録がある。幼虫で、第 1年は越冬す
るが、第 2年は成虫越冬するようなので春先に得られる
のも不思議でない。産卵より羽化まで15力丹、成虫が死
滅するまで満 2カ、年とのことである。
兵庫県からは氷の山から記録されているのみである
が、宍粟郡音水にも産するとのことを聞いてレる。
本種の生活史と習性について下山健作氏の立派な報文
がある、 (Entom. Rev. ]apan， Vl， 2， 
1952， 1. C.， VJ[， 1， p.27， 1956) 
産地; 料 宍粟郡音水，養父郡氷の山C2o古， 27-V
-1953，奥谷， 1955J 
分布; 日本( 北海道，本州，四国，九州)
GenU8 Lucanus Scopoli ミヤマクワガタ属
日本産は 3種知られているが本州産は 1種のみ。

2. Lucanus macurlifemoratus Motschulsky 
ミヤマクワカ、タ

Lllcanus hcpei Parry var. macllrlifemoratus 
Motschulsky， Etud. Ent. p.9 (1861) 
Lllcanlls sericanus Voll.， Tjidschr. V. Ent 
N ， p. 103 (1861) 
古、黒褐色乃至褐色、黄色毛を装L 、少しく光沢かあ

るの頭楯及び上層は細い三角形を呈し、垂直に下方を向
き、前頭の中央には 1個の横隆を具え両側には耳状の大
突起がある c 大) 胞は普通頭と前胸背を合せたより長く少
し下方に轡曲し末端はほぼ等しく 2分し、中間に普通 4
個の歯を具える O 前胸背は頭とほぼ等長、中央には浅い
縦溝を装い点刻のある中央部を除き頭と共に敏状に細頼

a  

Lucanus macurlifemoratus Motsch1l1sky 

粒を密布する。上麹は頭部と前胸背を合せたよりも少し
長く全面に小点をやや密に布く。脚は黒褐色、腿節の外
側に長楕円形の横褐紋があり、腔附節はやや淡色。
♀、黒色で光沢があり大肥、は短く、頭は小さく癒合し

た粗レ点刻を密に装弘前胸背は上趨より巾狭く点刻さ
れ、側方では密、上麹は小点刻をやや密に装う。体下は
黄色の短毛を具え、腿節には貰褐の長紋を有する。
体長( 大聴を除く)
兵庫県下クワカタムシ科中一番普通にL、る種である。
クヌギの樹液に集まり樹上にも見られ、ゆすれば容易に
落ちてくるし燈火にも飛来するがこの場合♀か多 L ¥
7、 8月頃が最も多レ。
大胞の変化もあり、古の頭部両側に突き出した耳状部
は小形になるとだんだん弱まり殆んど消失するに至り大
胞、も小さくなる。
本種の山地型は f. hopei Parry とし、し¥ 本州、四
国、九州の山地に産するが、低地帯では基木形と一緒に
L  、ることがある。この形は古の大眠、の基部の内歯が中央
のもの( 基部から 3番目) よりも太し、が長くなし、ので小
形の古でも基本形と区別出来る。エゾミヤマクワカタ
subsp. elegans Plan t は北海道、本州( 東北地方) 、
千島( 国後) に産し、古の大眠、基部の内歯は中央の内歯
よりも小さく、大腿の先端の叉状部はより広く拡がり、
その下方の枝は比較的長く、頭部前縁中央の横長の突起
はやや小さく中形の古では消失する。 1m也型も県下には
いる。
本種は稀に Gynandromorphism 半雌半雄形) と
いうのが得られる。兵庫県からは得ていなし、が、近くで
は大阪府箕面( 宝塚昆虫館報， 1， p.3， 1940)，京都比
良山( 青木，新昆虫， V ， 11， p.44， 1952) から記録さ
れてし、る。

判 (  1 をもって示せるは筆者の見fl.:た文献の記録で筆者自身の
t来集したもの及びと恵与により現在筆者の所有燃本のものは産地の次 11: (  ) をもってωしt:。
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本種の幼虫の記載は県下篠山産のものでされてし、る
( 林，奥谷，ニューエントモロジスト， V ， 4， 
9， 1956) 
産地; 川辺郡笹部(1古， 21-W-1958，塚口)，神戸
市ー御影〔関， 1933J . 六甲山( l ( 'i，15 -W-1956)， 
摩耶山( I 平， 21-W-1955)，烏原 (1古， V][-1937， 
2('i古， W-1939， 1古， 29-W-1957)，布引 (1古， 20 -
W-1952)， 山の街 (2古， 4 - W - 1 9 5 4， 4色合， 1♀， 
19-W-1959)，大池 (1古， 13一四一1940)，産那(2(' i
き， 5-W-1959)，宝塚市武田尾 (1♀， 25-W-1954) 
氷上郡〔山本， 1958J . 養父郡氷のIJJ (3宮古， 1♀， 27 
- W-1956) 
分布; 日本( 北海道，本州，四国，九州)
円クワガタムシの方言"
一般にクワガタムシのことを京阪神地方では" ゲンジ"
と言っているが、県下郡部で、の呼称は異ったものがある
ようで、またクワガタムシ科に属する各種につし、てのそ
れぞれの呼称もあるような種もあるが、神戸地区ではそ
れ程くわしくわけて称していなし、と考えられる。神戸の
祇園神社の夏祭( 毎年 7月13日より 1週間) には、夜広
に出ている。このクワガタムシ科のものの方言に就いて
調べられた故高島春雄氏の報文( 1933) があり、その中
には兵庫県でのものも含まれているのでそれを此処に紹
介しておく。
汎称的方言としてクワガタムシ科のものを吠ゲンヂ"
と言っているのは愛知県小牧町、同犬山町、京都市ー古
はゲンジ、早をへイケ、大阪府三島郡その他京阪地方、
神戸市、和歌山市、徳島市外等相当多く知られている。
また q へイケ" と称するものに兵庫県西宮地方、同多可
郡がある O 各種につし、てはノコギリクワガタ~ ウシ( 丹
波篠山) 、しかしながらカブトムシをボースと称する( 西
宮市、多可郡) のは神戸でも同じと思うがカブトムシの
♀をへイケ、クワガタムシの古をゲンジ( 神戸市) と称
せられてレることに就いてはへイケとカブトムシの♀を
必ずしも言っていないように思う。
筆者の知れる範囲の呼称はその他にミヤマクワガタの
♀を吹タイコペノコギリクワガタ古を" カジワラ' ¥ ヒ
ラタクワガタを R ベベ" 等がある。
G e n uョPrismognathm< Motschu1sky 

オニクワガタ属
本属は日本から 1種のみしか知られていないn

3. Prismognathus angularis Waterhouse 
オニタワカ、 9

Ptismognathus angulars Waterhouse， Ent 
Monthl. Mag. )(I， p.6 (1874) 
黒色乃至黒褐色、古の大隠は頭部とほぼ等長、末端は
同一に 2分しその基方から中央部にかけて 5、6個の小

歯を装い、基底内縁は歯状に突出する、頭部は全面点刻
を粗布し、前頭の前縁は弧状を呈しその両側には各 1個
の低い癌状突起を装い、中央部は深し、凹陥を有する。頭
楯は甚だ細小、前胸背は頭部と同様に小点刻を粗布し中
央には不明瞭な浅レ縦溝がある。小楯板の中央にも細く
て不明瞭な縦溝を具え末端は赤褐色を呈する、上麹の末
端も赤褐色を呈する。上姐は小点刻及び極めて不判然な
縦溝を装い、仮ij方には小頼粒を密布する。脚は赤褐色を
呈する O ♀は大限が短小。
体長( 大眠、を除く)
北海道以外には高地帯にのみ産する種で兵庫県下から
氷の山の記録を知るのみである。幼虫の記載は林氏のも
のがある。( ニューエントモロジスト， 1X， l/2， pp.32 

p1.1. 1960) 
産地; 養父郡氷の山( 1 O ， 1♀， 16ー澗， 1955，高

橋、 1959)
分布; 日本( 北海道，本州，四国，九州，屋久島)
Genus Prosopocoilus H o p e  et Westwood 

ノコギリクワガタ属
Subgenus Metopodontus Hope et Westwood 
日本産本属には 2種 3亜種が知られているが本州産は
1種のみである、他の 1種 2亜種はトカラ、奄美大島、
沖縄産で 1亜種は八丈島産である。
4. Prosopocoilus (Metopodontus) inc1inatus 

(Motschulsky) ノコギリクワガタ
Psalidoremus inc1inatus Mots.， Etud. E nt. 
VL p. 29， f. 11 (1857) 
Psalidoremus mandibularis Thoms.， Ann. Soc. 
E nt. Fr.， (4) n， p.417 (1862) 
var. inflexus Harold， Abh. Naturw.Ver. Bremen， 
W， p. 288 (1875) 

Prosopocoilus iuc1inatus (Motschulsky) 

黒褐乃至赤褐色でやや光沢がある。古の大腿同形は変
異が甚しいが普通は頭部、胸部を合せたよりも長く、基
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部におし、て急に下方に轡曲し、中央部最も巾広くそこに Dorcus niponensis Vollenhoven， Tijdscbr・-
最大街を具えその後方に 1側、その前方に 3、 41聞の小 Ent ， N ， p. 1l3， p1. 7， f. 3  (1867) 
掬を有し末端内方には縦隆を有するむ l  黒色乃至待褐黒色、大きな個体ではやや光沢を有す
頭部は全面小頼粒を密布 Llitr頭は甚しく凹附し、頭楯 !  る。

|  古の大胞は大形のものでも前胸背と頭を合せたものよ
は通常頭部より短L 、小頼粒を密布する、上遡は点刻を i  り短レ、大形のものは 1個の大形の歯を中央より前に矩
密布する。脚も理褐乃至赤褐、腿節両端は濃色。 I 形を有し、これをf . niponensis Vollenhoven と呼
♀は大肥短小、頭は小さく点刻をやや密に装弘前) 陶 | び、小形のものは中央より前方に l歯を有するが基部に

背は後縁角から前方へ軽く弧をなして狭まり、点刻さ | 近づかなレ。
れ、側部では点刻は粗大で密、上姐点刻を密布する。 I 上層は明らかな 3つの山形をなし両外縁は前方に狭ま
休長( 大偲を除く ) る。頭部前縁角は鈍角、前胸背より短く小頼粒を密布す
クヌギ、二人ヤナギ等に来るのであるが、時に落葉 |る。

下にかくれているものもあり燈火に来ることもある。 I 小楯板は僅少のやや強し、点刻を有する、上麹は大形の
県下に広く分布してレるが個体数はそう多くなし、。大 |  ものは条溝全く欠くが、小形のものは明瞭な条溝を有す
胞の歯の小形のものは var. infiexus Harold と言わ |  る、大形のものは小点刻をやや粗に有し、どちらかとい
れている。 I えば滑らかに見えるつ腹商は光沢を有し、小点刻を密布
産地; 神戸一御影〔関， 1933J，摩耶山〔増田，橋本， I する。
1938J，六甲山( 1 古， 15-VlI -1956)，烏原 (10，3一 |  ♀は大腿短く上麹条溝明瞭なり o

V1I-1933， 1古， 25-VII-1936， 1 8， V1I-1939， 2♀♀， I  体長( 大胞を除く )
VH-1955， 1古， 1 2 -VH-1956) ，山の街 (10，V1I-195 I  コクワガタに似るが小形であり、大形の個体は非常に
5， 2苫古， 27-VlI-1957)，五社 cl♀， 8-VII-1959)， まぎらわしいが大胞内歯の形状並びに小形のものは明瞭
氷上郡〔山本， 1958] ，津名郡志筑( 5-VII ← 1950，堀 | に上趨に条溝を有することにより区別出来る。個体数は
旺1，1959] ，養父郡氷の山( 1 8 ，25-VII-1955， 2古古， I 少なレυ

27-VII-1956) 産地; 神戸裏山〔関， 1934J，六甲山 cl ♀， 29-VIII 
分布; 日本( 北海道. 本什1，四国. 九什1，対馬，屋 | 一1951. 1 0， 1Q-VII-1955)， )11西市ーの鳥居 cl 8 ， 
久島)，韓国 I  22-VI-1952， 18， 17-VI-1953)，氷上郡〔山本， 19 
GenllH Motschlllsky コクワガタ属 I  58J，洲本市先山 ( 8 -VllI-1951 .堀田， 1959J，養父郡
日本産は 2種知られており 2種共県下に産する。 I 氷の山( 1 早， 25-VII-1955， 1古， 27-VII-1958) 
兵庫県産 |  分布; 日本( 北海道，本洲，四国，九州，対馬)，韓
o大胞の内掬は大形のもの中央より前に短形を呈 |圏内
し、小形のものは基部に近づかなし¥ 小形のもの I  6. Macrodorcus rectus (Motschulsky) 
の上越に条溝切II僚、♀上越に条潟明瞭ー コクワガタ

binervis (Motschulsky) Psalidostomus rectus Motschulsky， Etud. E nt. 
古大胞の内歯は単純で矩形にならず小形のものは VI. p.29，古 (1857)
基部に近づく、 古♀共上麹条溝明瞭ならず・・・・・ 0・ Macrodorcus rugipennis Mots.， 1. C.， p. 16， ♀ 

… rectus (Motschulsky) (1861) 
5. Macrodorcus binervis (Motschulsky) M .  diabolicus Thomson， Ann. Soc. E nt. Fr 

スジクワガタ (4)， n. p 目 243 (1862) 
Dorcus binervis Mots.， Etud. E nt. p.16，♀ l  黒色乃至黒黄褐色、やや扇平、古の大胞は頭と前胸背

(1860) を合せたより長いものから短いものに至るまで色々あ
Macrodorcus striatipennis Mots.， 1. C.， p  .17 る、その中央乃至それより少し前方に大形の歯を有す、

(1861) この歯は単純で矩形にならない、小形のものは基部に接
M .  cribellatus Mots.， 1. C.， p. 17，古 (1861 ) 近している。上層は長方形、前縁角はほぼ直角、前縁中
M .  opacus W a t巴rhouse，Entom. Monthly M a g  

M .  vanvolxemi Lewis， Ann. Mag. Nat. Hist.. や強い点刻を僅に有する。
(5) ll ， p. 462 (1875) 上姐は長楕円形の小点刻を密布する、腹面は光沢を有
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し小点刻を疎布し、後胸腹板側部は鮫肌状を呈する。
♀は大限短く頭は小、粗大点刻を密布し前方に 4個の

低L、小隆起を並置する、前胸背中央は細点刻を疎に、両
側では粗大点刻を密に装う。
体長( 大偲を除く)
クヌギ、ナラ等の樹液に集まり県下では普通に産す

る。
産地. 神戸裏山〔関， 1934J，御影〔関， 1933J，二
十渉 (1♀， 26-VI-1955)，烏原 (1古， 1♀， 17-VI-
1938， 2♀♀， 1ひ-Vll-1938， 1 ♀， 23-VIH-1939)，山
の街c 1 e'i， 3 0 - V  -1954， 1 古， 1 ♀， 4一清一1954，
1 ♀， 2 3 -}X-1954， 1  e'i， 2 9 -Vll-1957， 2古古， 1 9 -
Vll-1959)，大池( 1 ♀， 22-VIH-1938)，川西市ーの鳥
居 ( 1 古， 22-VI-1952， 2♀♀， 17-VI-1953)，氷上
郡〔山本， 1958J . 宍莱郡音水( 1 ♀， 20-VH-1959)， 
養父郡氷の山 (2 ♀♀， 2一四一1953，3 ♀♀， 2 5 -Vll-
1953， 1♀， 1 2 -Vll-1955， 1 平， 2 5 -Vll-1955， 1 ♀， 
2 7 -Vll-1957) 
分布; 日本( 北海道，本州，四国，九州，屋久島)， 
韓国。
Genus Nippondorcus N o m u r a  et Kuro3awa 

アカアシクワガタ属
本属は N. rubrof巴moratus (Vol1enhoven) アカ
アシクワカ、タをタイプとして野村・黒沢両氏により
Macrodorcus 属から別れて新属とされたもので (1960)
上記アカアシクワガタ以外に Macrodorcus montiva-
gus Lewis (Japan)， Heinisodorcus arrowi Boileau 
(Burma)， Macrodorcus yamadai Miwa(Formosa)， 
Eurytrachel1elus haitschunus Didier et Seguy 
(China &  Korea) もそれぞれ本属に入る。
属の特徴; 限の前半分は限縁突起によって別れてし、
る、前背板側縁は多少基面前において轡曲する。前腔節
の末端分校は 2つで大変短く尖っており一般に基部にお
いて小歯を有するが稀に共に欠く。
兵庫県産 Nipponodorcus 属の種の検索表
1  古早共腿節と後胸腹板は鮮かな赤褐色を呈す・・

.  rubroefemoratus (Vollenhoven) 
古♀共腿節と後胸腹板赤褐色をせず…

.. montivagus (Lewis) 
7. Nipponodorcus rubrofemoratu3 (Vollenhoven) 

アカアシクワカタ
Eurytrachelus rubrofemoratus V ol1enhoven， 
Tijdschr. E nt. ¥唖， P  .152， pl. 2， f.1， 2  (]865) 
黒色、全体に褐色をおびた光沢がある、腿節と後胸腹

板は鮮かな赤褐色。
色、大胞は頭と前胸背を合せたよりやや短いものから

個の小歯を有する。上層著しく巾広い四角形、頭部は長
さが巾より途方、に短く、前胸背と共に微細な穎粒を密布
する。前胸背は頭部とほぼ等長、外縁は少しく弧状を塁
し、前縁の両側は轡入して全体波状を呈す、後縁は中央
やや垂直であるが側縁にかけて弓状に曲っている。上麹
は遡底と外縁前方に浅い点刻を具え全面に微細な縮刻を
有し、細頼粒を装う。
♀、頭に栢癒合する細点刻を装レ肉眼聞に 1対の癒起

を並置する、前胸背は外縁のみ粗大点刻を具え中央背面
は疎に制点刻を有する。上遡は背面中央を除き密に点刻
され外縁部では点刻は粗大で相癒合する。
体長( 大mi:，を l徐く) 25附前後
県下では中央部より北部にかけて広く分布しているが
南部海岸沿レにはほとんどいなし¥ 氷の山山麓のヤナギ
に早朝多く群がっている。
産地; 宍粟郡音水，養父郡氷の山( ] 古， 2 7 -Vll- 1 9  
54， 31古古， 14♀♀， 2 5 -Vll-1955， 12古色， 9 ♀♀， 
2 7 -Vll-1957) 
分布: 日本( 北海道，本州，四国，九州)，韓国，台
湾。
8， Nipponodorcus montivagus (Lewis) 

ヒメオオクワカタ
Macrodorcus motivagus L巴wis，Trans. E nt. 
Soc. London， p.337， pl. X1V， f. 2， e'i (1883) 
黒色やや艶を欠く、古の大H !2、は頭部より長いが前胸背
とほぼ同長、先端近くに上向せる鋭い長レ突起を有す。
基部近くに鈍く角なす突起を有する。上層は著しく短
く、巾広く、長さの約 6倍、前縁は凹弧状、背面は前胸
背と共に微細な頼粒を密布し鮫肌状を呈する。
前殉背は巾広い矩形、後縁中央はやや真直ぐ後縁より
側縁に至る聞は僅かに曲っている、切点は明瞭な歯状突
起を有する。
小楯板は半円形、小点刻を散布する。
上遡には全く条線を有せず微細な点刻を存するが艶や
かに見える、腹面も黒色、各脚附節には葉褐色の軟毛を
有する。
♀、頭部中央に 2突起を有し、頭部の前面並びに中央

後方を残し極めて明瞭な円形の刻印を有し前胸背一面に
細い点刻を有する、上刻にも細し、点刻を有してし、る Q

体長( 大収、を除く) 30.5mm 
県下では氷の山、扇の山にのみ産することが知られて
いる種類である、もっとも扇の山においては可成り産す
る、従来ヒメクワカタの和名でコクワガタを間違って記
録されているので注意しなくてはならない。
産地; 養父郡氷の山c 1 ♀， 1 2 -Vll←1954)，美方郡扇
の山( 1 古 1 ♀， 2 8 -VIf-1959)，温泉町畑ケ平高原
C10  e'i e'i， 3♀♀， 
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分布; 日本( 北海道，本州，四国，九州直線状、外縁中央に歯状突起があり前端後方は円く膨出
Genus Dorcus M a c  Leay オオクワガタ属 | する。
日本産は 2亜属. 3種が知られている、 Arrow (1950) I  小楯板はやや心臓形、小点刻を散布する。

によると Psalidoremus. Prismognathus. Macr- I  上趨は底部及び外縁に粗大な点刻を有し背面部は微細
odorcus. Eurytrachelle1us の属を全都 Dorcus 属 1 I な縮刻で光沢を欠く。
属として取扱っておられる。 I 小形個体では上麹に明らかな点刻を伴った条溝を有す
兵庫県産 Dorcus 属の種の検索表 |  る。
1  体扇平ならず、古大限中央よりやや先端に近く斜 |  体長( 大肥を除く)
上方に鋭く長レ突起を有し、前胸背後縁角に歯状 |  本積も県下での珍種で戦前筆者は烏原貯水池の奥で得
突起を有する、古♀共小形個体は上姐に条溝明瞭 | た経験を有するが、現在では神戸市近郊にはし、なし、と考

... ......... curvidens hopei (6aunders) えられる、大体県下中央部から北部にかけて産し個体数
一体扇平、古大偲内側に基部近くやや大きな歯状突 | は極めて少なし、。
起を有しこれより先端前にかけて不整な小歯を |  産地; 神戸市烏原( 1 古. 1♀. 21-W-1938). 川辺
列生するが上内方に突起することなし、上麹条溝 | 郡笹部( 1 ♀. 21-¥'11-1959. 塚口茂彦. 3 古古. 9ー咽
古♀共明瞭ならず………" . ・H ・."…・・…・・・… I -1961). 氷上郡春日部 [1 古. VIII-1949. 高橋匡J. 同

.  titanus pilifer (Vol1enhoven) 春日町黒井[ 1 ♀. VI-1950. 高橋匡J. 多紀郡篠山町
Subgenus Dorcus s. str. I  [2古古. 2 1 -X11-1957. 鈴木. 1958J 
9. Dorcus (s. str.) cur¥' idens hopei (Saunders) 分布; 日本( 北海道，本州，四国，九州) . 韓国，支

オオクワガタ | 那，台湾。
Lucanus curvidens Hope. Trans. Linn. Soc. S山 g巴nus S巴rrognathus Motschulsky 
London. p.589 (1841) I  10. Dorcus (Serrognathus) t山 nus pilifer 
Platyprosapus hopei Saunders. Trans. Ent. (Vollenhoven) ヒラタクワガタ

Soc. London. (1). m. P. 50 (1854) Platyprosapus platymelus Saunders. Trans 
Platyprosopus striatopunctatus Saunders. 1. E n  t. Soc. London. (1). p. 50. f. 7. t. 3  (1854) 
C.. p.51. t. 4. f. 5. U  (1854) Serrognathus castanicolor Motschulsky. Etud. 

Dorcus curvidens hopei (Saunders) 

古の大限、は大形の個体では頭と前胸を合せたとほぼ等
長で中央よりやや先端に近く斜上内方に鋭く長い突起を
有し、先端前の内側にも 1鈍歯を具える。頭は大きく前
胸とほぼ等長で等巾、大肥基部上方に鈍く角をなす横の
突起がある。上層は著しく短く、巾広く長さの約 6倍、
前縁は凹弧状、背面は前胸背と共に微細な頼粒を密布し
鮫肌状を呈する。
前胸背は巾広し、矩形、前縁は 2管状、後縁中央はほぼ

E nt.. X. p.12. 古. (1861) 
Eurytrachel1elus consentaneus Albers. Deut. 
E nt. Zeit.. XXX. p.28 (1886) 
Eurytrachelus titanus Boisduval. Voy. de 
l'Astrolabe.p.327. t. 6. f. 19 (1832) 
黒色で扇平、古の大1官、は頭と前胸背を合せたとほぼ同

長のものから前胸背とほぼ同長のものまであり太く扇
平、内側には基部に近くやや大きな歯状突起があり、こ
れより先端前にかけて不整な小歯を列生し、先端直前に
1鈍歯がある。頭は大きくほぼ平坦で前胸背とほぼ同長
か短く少しく巾狭く共に小穎粒を密布し光沢鈍L、。上層
は前縁が中央で深く角をなし轡入する。前胸背は巾広く
外縁中央前に 1鈍歯を具えるつ
小楯板は円味を帯び巾広レ、三角形、墓半は点刻され
るO

上遡は全面に小点刻をやや密に具え微細な縮刻jを装
い、特に外方では光沢が鈍レ。
上遡基部はやや粗大な点刻を具え、背面には縦溝の痕
跡があるが肩部付近のものの他認め難L 、、前座節外側は
鋸状を呈するコ 'J、形の古の背面光沢があり、頭、前胸背
側部は粗大点刻を具え、前胸背中央は小点刻を散布し上
遡の点刻は強くやや列状、大胞は基部近くの大歯を存す
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るのみである O

体長( 大! 仰を除く)
本種は従来Eurytrachellelus platymelus Saunders 
の学名で知られてレたが、現在では Dorcus titanus 
Boisduval として取扱われてレる。分布範囲はフイリ
ッピン、セレベス、ボルネオ、スマトラ、インド、マレ
一半島、 ヒソレマ、アツサム、タージリン、支那、韓国、
ラオス、 トンキン、アンナン、日本、シルヘット、ヒマ
ラヤでどちらかと言えば南方系の種である。
R. Didier &  E. Segury (1953) によると各産地で次
の如く変種が記録されてL、る。
var. elegans Boileau，琉球
var. fafner Kri巴sch巴， トンキン
var. fasolt Kriesche，韓国
var. hangul Kriesche，タイ
var. hymir Kriesche，支那
var. sika Kriesche，台湾
var. typhon Boil巴au，ルゾン，セレベス
var. typhoniformis N a n g  el，支那，雲南
日本に産するものは野村氏により次の如く亜

種として取扱われてレる( 1960)，即ち
subsp. pilif巴r Vollenhoven，本州，伊豆，
四国，九州

subsp. castanicolor Mots.，対馬
subsp. elegans Boileau， 奄美大島， トカ
ラ諸島

subsp. okinawanus Kriesche，沖縄本島，
石垣島
これら車種は交尾器によって区別/U:;lそる他

次の外部形態によって別けられる。
sulコsp. pilifer Vollenhoven， 古の大胞は
やや狭く、最も大き L、内l羽は基部の% の位
置、吉の頭楯は大胞の基部とほぼ同じ巾か
またはやや広L 、。

subsp. castanicolor Mots.，舎の大限は細
長し、、大きな内歯は基部の 1もにあり、頭栃
より狭し、。

subsp. elegans Boi1eau， 古の大胞はやや
太くょっ内方に曲がり大きレ内歯は基部1ゐ
付近、頭楯の巾はやや広L、。
subsp. okinawanus Kriesche， 古の大腰、はやや太
く、その大きな内歯は基部五またはそれより中央に
近く頭楯もやや巾が広いc
幸し、筆者は日本、韓国、対馬、台湾、インド産の標本
を有するので、その写真を掲げると共にその変化状態を
ながめて見たし¥ 交尾器は別にしたが切らかに産地によ
って異ってL、る。

野村氏は韓国に産しないように取扱っておられるが本
種は韓国にも産する (R. Didier &  E. Segury， 1953)、
筆者も韓国産の標本は 3 6 O ， 1 平を有している。ただ
北海道での記録はなく青森での記録が一番北の記録のよ
うである( 虫の世界， n， 7/18， p.21. 1938) ，関東より
南に多く産し、中部地方には少なし、ょうである、近畿地
方には広く分布しているが個体数はそう多くなレのでは
なし、だろうか? 兵庫県下でも北部での沼録はほとんとな
く南半部の地にし、る、その他四国、九州にいる。
野村氏によるとスジフトヒラタクワガタという本種の

近似の種がヒラタクワカタが北方に分布を拡げる! 日の暖
かし、時代に北進して種に進化したものと思われ( この種
は奄美大島まで北上し九州、本: ト| 、| には分布を拡げてし、な

1. Dorcus titanus castanicolor Motschulsky， 
Tsushima， 12-VI-1959 

2. D. t. pilifer (Vollenhoven)， Matsumoto， 
Nagano Pref. Japan， 3-VI-1959 

3. D. t. fasolt Kriesche， Kor回， 1 7 -V [ -
1961 

4. D. t. sika Kriesch巴， P u1i， Formosa， v] 
-1957 

5. D. titanus Boisduval， Khasi Hilla， India，. 
V[-1957 
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州t;:; tenitcdl; ll.. 'f )  

細川山m川一凧山
県品川 f;( .If 

Aegus 1aevicol1is subnitidus Waterhous巴

前! 陶背は光沢があり、中央部は高11点刻を散布し、正中
L  、) 、その後の暖かし、時代に北進してきたのがこのヒラ | 線上に浅レ縦の凹みを有し、僅少の強レ点刻を有し両側
タクワカタであるとされてし、るつ | は微細な縮刻を装し¥ 前後両縁の中央部を除L 三て全縁に
韓国産のものは対馬産のものとよく似てレる、大肥、は |  も強い点刻を有し、特に外縁部では粗大にして密でその
より細長し¥ 大きな内歯は基部の日} 位の所にあり頭楯よ | 間室はやや縦絞状を呈す。
り狭し¥ この大肥、の細く狭L、事は所謂る p1atyme1us と |  小楯板は少数の点刻を具え滑沢、上麹も光沢かあり粗
称され Arrow もインド産のものと異るとされている | 大に点刻された 8条の縦溝を有し、その同室にもやや小
(1949) っ大隠は南に行くに従って太くなって行く、曲 | さな点刻を有し、上麹外縁部は粗大に点刻される。
り方も日本、対馬、韓国産はスーツと延びているのに比 |  ♀は大肥、短く外縁稜状をなし、頭部は粗大点刻を密に
し、それ以南の地のものは内方に曲って行く度合がハッ | 具え、前胸背は中央部でも強レ点刻を具える。上麹同室
キリしてレる、大限、の最も大きし内歯は対馬、韓国産の | の点刻は粗大。
ものは基部に近く、日本産のものから南方に行くに従っ |  体長( 大胞を含む)
て上の方に有るようになって行く、台湾、インド産のも |  原種は支那産で日本亜種は本州中部以北には稀で関西
のはほぼ基部のも位である、それと頭楯の巾も南方のも | 地方には広く分布している、県下での分布は一般に南部
のは広くなってし、る、 | に多く特に能勢電鉄沿線に多い、奄美大島、石垣島、台
R. Didier &  E. Seguryの図示された( 1953，f. 湾産はそれぞれ別車種として区別されている。
102， p. 141 ) ，中国，雲南産の var. typhoniformis 産地 )11西市ーの鳥居 (2 O 古， 1早， 22-VI-1952 
Nag巴l では頭楯の巾も広く大l肥、の大きな内歯は真中よ I  - 1 古， 1 2 -V1-1952， 1  O ， 17-"1-1952)，川辺郡笹
り先端に近し、所にある。 I 部 (3古古， 1♀， 21-VH-1959，塚口)，洲本市先山
産地; 神戸市御影町〔関， 1933)，烏原( 1古， 2 3 -1X. I  (16-Vill-1950，姻田， 1959)，氷上郡〔山本， 1958)， 
-1939)，山の街( 1 O ， VH-1937， 1  O ， 2 3 -lX-1954) I 佐用郡瑠璃寺 (1 O ， 1 9 -咽-1954，奥谷) ，多紀郡篠山
長田( 1 o，6-VH-1938)，津名町志筑 (20-V1-1950， I  C1 o Xl-1952，奥谷〕
J!ijJ回， 1959) ，氷上郡〔山本， 1958) 分布; 日本( 本州，四国，九州1 )
分布; 日本( 本州，伊豆大島，四国，九州 Subfalllily Figulinae チビクワガタ亜科
G e n1l8  Aegllヲ MacLeay ネフトクワガタ属 G e n1l8  Fignllls M a c  Leay チビクワガタ属
11. Aegus 1aevicol1is subnit凶 1S Waterhous巴 I  12. Figu1us binodu1us Waterhouse チヒクワカタ

ネブトクワカタ Figu1us binodu1us Waterhouse， Entom 
Aegus laevicollis Saunders， Trans. E nt. Soc. Monthly Mag.， IX， p.277 (1873) 
London， Cl)， m， p. 54， pl. 4， f. 8， o  (1854) 体細長く両側平行、僅かに膨隆する、全体光沢のある
Aegus subnitidus Waterhouse， E nt. Monthl . 漆黒色、頭部は中央少しく凹陥し、前縁は殆んど直線状
Mag. lX， p. 277 (1873) で各大肥基部は緩く轡人する。頭楯は 2鈍歯を具える。
光沢ある漆黒色でし、くらか扇平、頭部ははほ矩形、微 |  頭部には僅少のやや点刻を有し、両眼は平板状の限葉
細な頼粒を密布し、光沢を欠き点刻を疎に散布するによって完全に上下に分たれる、両限の日IJ方及びその後
古の大肥、は弧状に吾響曲し、円筒形、基部は太くその内 | 内方に各 1個の低レ隆起がある 3

縁上下に各 1個の大きし、鋭陶( 下方のものが基部に近し、) I  大肥短く太く前胸背は長さより巾が少しく広く、頭部
を具えるけ |  よりやや広レ、両側平行で中央にある強く点刻された縦
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溝と外縁やや内方の若干の強い点刻、外縁の弱い点刻と
を除けば平滑で背面には細かい点刻を散布する、前縁中
央には前方に向いた 1小突起がある。
上麹は胸部と殆んど問巾で 9条の縦溝を具え、それら
の中で背面の 5条は深く外縁の 2条は点刻列となる。
体長( 大臆共) 13脚内外
サクラやクヌギ等の皮下や洞穴に見出される種で表面

採集は困難である。
産地; 宝塚市 CN-1953，中根， 1955)，氷上郡柏原
町 (1古， 1♀， 2-DI-1951. 1ex.， 1o-VH-1949， 
5exs.， 1 4 - DI -1956，高橋匡)，同郡春日町黒井( lex.，
3-VH-1950，高橋匡)
分布; 日本( 本州，八丈島，四国，九州)
Suhfamily A 剖 alinae マダラクワガタ亜科
Genus Aesalus Fahriciu8 マダラクワガタ属
13. Aesalus asiaticus Lewis マダラクワガタ
Aesalus asiaticus Lewis， Trans. Ent. Soc 
London， p. 340， p1. 14， f. 5  (1883) 
体楕円形やや膨隆する、全体紫黒色で( 乃至黒褐色)
光沢がなく粗く点刻され、褐色又は黒褐色の鱗片を装う。
頭部は小形で下向し扇円形である。大服、小形、触角末端
3節は膨大し球稗状を呈する。
前胸背中央には線状に鱗片又は練毛のない部分があ
り、その両側には太い黒色毛からなる 2個の毛叢があ
り、これの前方にも不明瞭な新月形の毛叢がある。
小楯板は三角形、各上麹上には会合線に沿ったものも
含めて 4条の断続した黒毛叢がある。

本種は比較的高地の森林中において倒木、又は枯木の
樹皮下にて捕獲される、県下では奥谷氏が氷の山に於レ
て記録されているのみで珍種である。
本種の生活史に就いては西島浩氏のものがある。
(Nippon no Kochu， DI， 1. p.ll， 1939) 
産地; 養父郡氷の山 C2exs.，1 7 -VI -1958，中沢啓
一，奥谷， 1960) 
分布; 日本( 本州，四国，九州)
以上兵庫県産クワガタムシ13種を記録したが本州産の

種はその大部分を産することとなり僅にツヤρ ダクワガ
タを産しないのみで九州もふくめるとマメクワガタを産
しないということになる。ツヤハダクワガタは、あるい
は産するのではないかと考えられる。
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(付記)
本篇脱稿後筆者の不注意で Dorcus (Serrognathus) 
titanus pilifer (Vol1enhoven) を野村氏は韓国に産
しないように取扱っておられると記したが、氏は韓国産
は独立種として D. (S.) fasolt (Kriesche) を認めて
おられる (Toh凸 Gakuho，No.12， 1962) 
のでここにその取扱について付記しておきたい。
氏はD. (S.) titanus castanicolor (Motschulsky) 
に似るが古交器の相異が顕著である点から別種として認
められたものである、筆者の所有する韓国産標本 (3 古
古) の交尾器は、野村氏の図示されたような形態をして
おらず、大胞の大きな内歯の位置も castanicolor によ
く似ておりその他の点でも余り大きな相呉を認められな
かったので独立種として取扱うより亜種として取扱う方
が良いように思う、一見した感じでは castanicolor よ
り大聴の狭い点で、異った印象は受ける。
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